
問題に対峙した時の“研究者（サイエンティスト）”の態度 
●対象との関係性において価値・倫理・哲学を意識 

トランスディシプリナリティー 

トランスディシプリナリティー、地球研ニュースNo.36（原図Max-Reef 2005,9) 

個々のディシプリン 

価値 ・ 倫理 ・ 哲学 

学際 

共感 ・ 理念 



問題に対峙するときの 
地球・人間圏科学（≒地理学）の視点 
 

地域の特徴＜地域性＞を重視 
●多様性 様々な要素から成り立っている 
●関連性 各要素が相互作用している 
●空間性 場所によって違う 
●時間性 歴史によって違う 
●階層性 空間スケールによって異なって見える 
 
 “地域性”を説明すること 

 ⇒共感の醸成 
 

社会のあり方に対する理念 
 ⇒都会と地方の関係性 
 

科学的合理性 
 ⇒科学者の責務 

● 

共感・理念・合理性 

● 

● 

地域性の理解は 
暮らしと直結する 



3年を経た水田には雑草だけでなく、木本も侵入しており、今後の農業再開にとって大きな課題となっている。 
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